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実際の活動は平成 8年11月から11年 3月までの2年 4ケ月であったが､この間委員会の開催の他､各種関連文献調





















































a)第 1分冊 :9年度検討委員会および分科会での検討内容の概要｡資料として平成10年 2月名古屋大学において
開催されたシンポジウムの講演 ･討論記録｡
b)第 2分冊 :海外大学の工学教育実状調査報告


































































































年計画で､平成13年 3月に成果報告書を公表する予定である｡ 委員会を構成する大学学部は､これまでの ｢工学にお
ける教育プログラムに関する検討委員会｣を構成 していた大学学部と同じであるが､委員の一部交代はある｡ ｢新委
員会｣では､各大学における主に以下の項目の検討 ･実施についての情報交換と意見調整が図られることになろう｡
1)アウトカムズアセスメントを基本とする自己評価システム (フィー ドバック型自己評価システム)の整備と一部
実施
2)デザイン型科目の新計画策定とその実施
3)工学教育プログラムの考え方の基準 ｢21世紀に活躍できる工学技術者の育成の指針｣(上記教育プログラム評価
分科会の提案)に基づく新カリキュラム計画策定とその試行 (専門分野別)
工学分野に限らず､教育には全ての国､時代に当てはまるuniquesolutionはない｡それぞれの実状に応 じた適切
な教育がなされるべきであるが､少なくとも､現実を直視 し､真剣にあるべき姿を議論 しなければならない時にきて
いることには異論はないであろう｡｢検討委員会｣の報告がその契機となり､議論のたたき台となることを願 ってい
る｡
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